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[目的]トリプルへリックス構造を形成するコラーゲン分子は (X-Y-Gly)nの繰り返

し配列を持ち、X,Y 位は Proline(Pro)や 4(R)-hydroxyproline(HypＲ)が占めること

が多い。モデルペプチドを用いた熱安定性の測定の結果(Pro-HypＲ-Gly)10 は

(Pro-Pro-Gly)10 に比べてトリプルへリックスの熱安定性が高くなったのに対し

(Pro-HypＳ-Gly)10,(Hyp
Ｒ-Pro-Gly)10,(Hyp

Ｓ-Pro-Gly)10 は熱安定性が低くなったこ

とから、トリプルへリックス構造の安定化は Hyp の４位の立体化学とアミノ酸配

列の位置に依存することが示された。Zagari らは Pro や Hyp を含む低分子誘導体

の結晶データ及び(Pro-Pro-Gly)10のＸ線構造解析の結果に着目し、「安定なトリプ

ルへリックスを形成するには、Ｘ位は down、Ｙ位は up のパッカリングになる必要

がある」とする説を提唱した。この説によればパッカリングが up に偏る HypＲをＸ

位に含む(HypＲ-HypＲ-Gly)10は安定なトリプルへリックスを形成しないはずである

が、熱測定やＣＤの温度変化の実験から(Pro-HypＲ-Gly)10と同程度の熱安定性を持

つことが分かった。この予想に反した高い熱安定性の獲得の要因を明らかにする

ために(HypＲ-HypＲ-Gly)10の構造解析を行った。 

[方法]固相法により合成した(HypＲ-HypＲ-Gly)10のＸ線構造解析を行い、分子置換

法によって構造を決定した。 

[結果と考察] (HypＲ-HypＲ-Gly)10の構造はＸ位に up、Ｙ位に down のパッカリング

であることが明らかになり、Zagari らが提唱した説とは異なる結果となった。ま

た、トリプルへリックスを取り囲む様に存在する水分子架橋ネットワークが確認

でき、これらの水素結合がトリプルへリックスの構造の安定化に寄与しているこ

とが考えられた。 


